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研究成果概要 
本研究の目的は、超新星爆発時のニュートリノバーストをほぼリアルタイムで検出する事

である。理論的な予測によれば、銀河中心でタイプIIの超新星爆発が発生した場合、まず数

十ＭｅＶ程度のエネルギーのニュートリノが放出され始め、遅れてフォトンが放出される。

ニュートリノバーストを捕らえた時点で直ちにニュートリノの飛来方向等の情報を世界に向

けて公開する事ができれば、超新星爆発のごく初期の段階の光学的観測が可能になる。 

 これまでオフラインでモニターをおこなっていたが、オフラインコンピュータシステ

ムのトラブルやメンテナンスなどにより、たまにデータプロセスが遅れてしまい、リア

ルタイムにならなかったことがあった。そこで今年度は、オンラインに移行し、そのよ

うなトラブルから解放することにした。超新星爆発モニター専用のコンピュータを準備

し、スーパーカミオカンデのオンラインデータ収集から直接データを転送することによ

り、よりリアルタイム性を実現した。スパレーション事象による疑似バーストの処理時

間を比較したところ、オフラインで余分に要していたプロセスを省くことにより、プロ

セス時間を 5 分から 2～3 分に短縮することができた。 
 超新星爆発ニュートリノ事象のみから超新星爆発の方向を定めるリアルタイムプログ

ラムの整備も行った。モンテカルロシミュレーションによると、銀河中心で超新星爆発

が起きた場合、ニュートリノ振動モデルに依存するが、2~2.5 度の精度で求めることがで

きることを確認した。 
 国際会議 APPC12 において、"Latest Results from Super-Kamiokande"というタイト

ルで講演を行った。 
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